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研究成果の概要： 光で回転挙動を示す分子モーター骨格に液晶形成部位を導入した新規化合物

の合成を試みた。得られた化合物は，液晶性を発現するだけでなく，フォトクロミズムも示し

た。このことより，新しい光応答性液晶化合物の分子設計を確立したといえる。 
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研究分野： 化学 
科研費の分科・細目： 複合化学・機能物質化学 
キーワード： 液晶・フォトクロミズム・分子モーター・光誘起回転 
 
１．研究開始当初の背景 
 近年，光で巨視的な回転挙動を誘起できる
液晶材料が報告されている。これは分子モー
ターを液晶材料にドープしたものであった。
ここで分子モーター自体に液晶性を付与す
れば，回転力の増幅が期待できる。 
 
２．研究の目的 
 上述の研究背景に鑑みて，液晶性と光応答
性を兼ね備えた分子モーターの開発を試み
た。得られた化合物の熱的性質および光物性
の詳細な検討をおこなう。 
 

３．研究の方法 
 すでに報告されている分子モーターの合
成スキームを参考にして，液晶性分子モータ
ーの開発を試みる。得られた化合物の液晶性
は偏光顕微鏡観察，DSC 測定によって解析し，
光応答性は紫外・可視吸収スペクトルによっ
て検討をおこなう。 
 
４．研究成果 
 新規分子モーターの開発に成功した。得ら
れた化合物は液晶性を示し，可逆的なフォト
クロミズムが確認された。 
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